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危機・防災対策課 

 

(1) 自主防災組織の支援 

大規模な災害が発生した場合に、その初動期において大きな役割を果たすのが「共助」の

要となる自主防災組織であることから、組織の充実、活性化のための指導、助言を行い、自

主防災組織が行う防災訓練及び研修等を支援するとともに、活動費の助成も行いました。 

 

(2) 災害用備蓄品の充実整備 

   災害発生時に備え、非常食、飲料水、粉ミルク等の飲食料品や防災毛布、医療用救護器具

等の防災備蓄品を計画的に整備しました。また、自主防災組織を中心とした地域住民による

避難所運営などを円滑に実施するため、濾水機、バルーンライト投光器及びイージーアップ

テントを購入し、災害用備蓄品の充実整備を図りました。 

 

(3) 防災協定等の充実 

地震、台風、豪雨、洪水、暴風その他の災害に備え、市民に対して必要な情報を迅速に提

供するため、令和2年2月にヤフー（株）と「災害に係る情報発信等に関する協定」を締結し

ました。 

また、災害時における生活用水の確保及び公衆衛生の維持を図るため、「城陽市災害時生

活用水協力井戸登録制度」において、災害時生活用水協力井戸を1件登録しました。 

 

(4) 同報系防災行政無線の整備 

災害時における防災情報の伝達や収集能力の維持、災害及び武力攻撃事態等における住民

への情報伝達手段の飛躍的な向上を図るため、同報系防災行政無線の令和3年度運用開始に向

けて、整備工事に着手しました。 

 

(5) 総合防災訓練の実施 

   大規模地震を想定し、住民と防災関係業務に従事する職員等の防災意識の高揚、防災対応

力の向上及び防災体制の強化を図るため、令和2年1月26日に住民と防災関係機関が一体とな

った城陽市総合防災訓練を43団体、延べ761人の参加者により実施しました。 

 

(6) 防犯に関する業務  

   犯罪の抑制等、安全で住みよい地域社会の実現に向けた地域の防犯活動の取組を支援する

ため、「防犯カメラ設置補助金交付事業」において、3自治会が設置した6台の防犯カメラの

設置費用に対して、補助を行いました。 



危機・防災対策課 9 

 

(7) 新型コロナウイルス感染症対策に関する業務 

令和2年1月30日から庁内連絡会議を行い、また令和2年3月2日から城陽市新型コロナウイル

ス感染症対策本部を設置し、小中学校等の臨時休業、市主催イベント等の中止及び公共施設

の休館等、新型コロナウイルス感染症対策の検討を行いました。 









【別表1】同報系防災行政無線整備事業

（危機・防災対策課）　別表

（単位：円）

国府支出金 地方債 その他

給料 3,500,000

工事請負費 129,490,000

合計 132,990,000

項目 事業費
特定財源

一般財源 内容等

0 132,900,000 0 90,000
同報系防災行政無線整備
工事
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